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水と衛生月間



青木  貞雄
（成田コスモポリタンRC）

地区行動指針「感謝と挑戦」
 Pursuing activities
  sharing The Appreciation

Letter from Governor

震災時等は、まず、水の確保ですが、空気・
水・安全は「タダ」と言われてきた日本では、普段、
水に困ることはありません。現在と違い、水の
摂取が禁じられていた学生時代の野球部活動で、
真夏の練習後、私達はグランドの水撒きに使っ
たバケツ一杯に汲んだ水を飲み干しました。しか
し、最近は、日本でも市販の天然水等を飲む人
が増えています。

航空会社時代の私は、世界の航空運賃を航空
会社間で決議するIATA（国際航空運送協会）会
議出席、国内外支店販売管理等の仕事に長年従
事したため、200回以上の国外出張でアフリカを
除く世界44ヶ国に出向くと共に、米国及びメキ
シコに7年間駐在しました。出張先は都市部で、
食事・会議時の飲料水はミネラル・ウォーターで
した。4年間住んだ緑が豊かなニューヨークの水
道水は飲むのに適していました。しかし、メキシ
コは、水・空気・安全が有料でした。山に囲ま
れた盆地で坂の多いメキシコ市の1〜2月の乾期
の戸外は、車の排気ガスが淀んで10メートル先
も見難く、目を開けると涙が出るほどでした。海
抜2,200メートルの高地で空気が薄いこともあり、
この時期は街中で酸素が販売（1分間吸入で約70
円）されました。街中の事務所、郊外の戸建て家
屋等は、銃を持った警備員を雇っていました。

メキシコの水は輸出されるほど良質ですが、設
置以来300年超の水道管を通って蛇口から出る水
を飲むと、モクテスマ（スペインに滅ぼされたメ
キシコ王）の呪いと言われる七転八倒の激しい腹
痛に2〜3日襲われます。従って、飲み水は元よ
り、お茶のお湯、製氷、そして歯磨き等には市販
の飲料水を使いました。

ロータリーで知ったのは、清潔な飲料水が手に
入らない土地が世界に多数あり、「水と衛生」が奉
仕事業で取組むべき6つの重点分野の1つだと言
うことです。当地区クラブも、R財団補助金を活
用したモンゴル、カンボジア等での井戸掘削指
導、浄水器寄付等の奉仕事業を行っています。

公式訪問の折、国際奉仕は何をすれば良いか
との質問が多く出ましたが、会員の皆さんの職業
上の専門知識を活かし、「水と衛生」を含む6つの
重点分野の奉仕事業に、是非取組んで下さい。R
財団地区補助金活用事業は増えていますが、グ
ローバル補助金活用事業は未だ少なく、皆さんの
挑戦が期待されています。

さて、2016年手続要覧日本語版が1月末に配布
されました。表紙が従来の青地に白文字から白
地に青文字に変わると共に、厚さが約半分の5ミ
リになりました。これは、昨年6月11日付規定審
議会決定報告書に記された通り、白い頁と呼ば
れる第1部「組織構造」、及び第3部「国際的会合」
の全て、並びに第2部「ロータリーの使命の遂行」
の大部分が（約100頁）が削除されたためです。

背景は、定款等組織規定の変更が3年毎なのに
対し、白い頁記載事項はRI理事会決議等により
途中変更されるからです。白い7頁に今回残った
のは、手続要覧掲載がロータリー章典で定めら
れている「社会奉仕に関する1923年の声明（決議
23-34）」等、基本理念のみです。

昨年の公式訪問時にクラブ細則見直しが既
に行われていたクラブは3分の1以下でしたが、
2016年手続要覧が発行された現在、クラブ内の
討議を経て、新規定に基づくクラブ細則を早急に
完成させて下さい。

2月18日　第9分区インターシティ・ミーティング　於ホテル日航成田

── 「水と衛生月間」にあたり想うこと ──
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2017年1月15日〜20日まで、米国カリフォ
ルニア州サンディエゴ市内のホテル「マンチェ
スター・グランドハイアット・サンディエゴ」
で開催された2017年国際協議会に出席して参り
ました。

国際協議会とは、夫々の国毎に開催される
GETS（ガバナーエレクト研修セミナー）と共に、
ガバナーエレクトがガバナーとなる資格を得る
為には必ず参加しなければならない必須の研修
プログラムであります。

従って、今回の国際協議会には、世界538地
区のガバナーエレクト全員が出席義務を負い、
仮に欠席した場合には別段の補講的な研修プロ
グラムを受講する必要があります。

会期中は毎日、午前と午後に一回ずつ、全ガ
バナーエレクトが夫婦で一堂に会して行われる
全体会議が開催されると共に、やはり午前と午
後に一回ずつ開催される分科会において、ロー
タリーの種々の情報をレクチャーされます。

レクチャーの内容は、RIの定める戦略計画や、
ポリオ・平和センターといったロータリー財団
の実施する公益事業、公共イメージの向上の為
の方法論、会員増強の必要性、地区の事業計画
のプレゼンテーションなど、多岐に渡る密度の
濃い内容となっており、参加するガバナーエレ
クトは皆さん真剣な面持ちで熱心に受講されて
いらっしゃいました。

初日の第一回目の全体会議では、2017−18
年度RI会長を務められるイアン・ライズリー
RI会長エレクトにより、2017−18年度のRIテー
マが公表されました。

新しいRIテーマは「ロータリー：変化をも
た ら す 」英 文 で は「ROTARY：MAKING A 
DIFFERENCE」であります。

この新テーマに対し考案者であるライズリー
会長エレクトは、その意図するところとして、
自ら次のような文章を記されております。
①　私にとってのロータリーとは「どのような

団体か」ではなく「何をしているか」で定義
される。

②　2017−18年度「ロータリーとは何ですか」
という問いに、私たちは「ロータリー：変
化をもたらす」というテーマで答える。

③　何故なら、それぞれどのような方法で奉仕
する事を選んだとしても、その理由は奉仕
を通じて人々の人生に変化をもたらせると
信じているからだ。

④　私たちの活動は、誰かの人生をより良くし
ている。

⑤　私たちがロータリーにとどまり続けるのは、
ロータリーで充実感を得ることができるか
らである。

⑥　この充実感は「変化をもたらす」ロータリー
の一員であることから湧き出てくるものな
のである。

加えて本会議における講演では、次のように
口述されております。
⑴　自分がガバナーを務めた365日間で自分の

人生が変わった。
ガバナーとして自分の任務を全うすれば、

関わった人達の人生を変えることができる。
世界中のガバナーが職責を全うすれば、

世界の人々の生活を変えることができる。
⑵　ロータリーの戦略計画である三つの事柄は、

必ず尊重されなければならない。すなわち、
クラブのサポートと強化、人道奉仕の重点
化と増加、公共イメージと認知度の向上の
三つである。

⑶　クラブのサポートには、マイロータリーや
セントラルといった情報ツールを活用すべ
きである。クラブ強化については、会員の
男女のバランスと年齢構成を意識しなけれ
ばならない。すなわち、女性会員と30代の
会員を増強すべきである。

⑷　人道的奉仕の六つの重点項目全てに共通し
て意識すべきは、持続可能性と継続である。
すなわち、ロータリーによる援助が終了し
ても、受益者が独自に事業を継続できるシ
ステムを構築することが望ましい。

⑸　公共イメージの向上のためには、ロータ
リーのストーリーを一貫して語り、広く社
会に発信すべきである。

⑹　私達は、未来のために地球環境に配慮すべ
きである。温暖化を防止する為に、2017年
7月〜2018年4月までの間に、ロータリア
ン一人が一本の植樹を行う事を推奨する。

⑺　ロータリアン一人一人、夫々のロータリー
クラブは、世界の人々の生活を変えること
ができる。私達が力を合わせれば、更に大
きな変化をもたらすことができる。

上記文章と口述とを見れば、いずれもRIの
戦略計画が志向する世界有数のボランティア団
体となるべく、ロータリーが実践的な奉仕プロ
ジェクトに取り組む姿勢を明確に表現し、RI会
長としての自らの意志を強く表明されたものと
思われます。

いずれにせよ、私個人としては大いに触発さ
れ、充実した国際協議会でありました。

2017年国際協議会参加報告

ガバナーエレクト
寺嶋　哲生（柏RC）
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スリランカの北の内陸部、とりわけアヌ
ラーダプラ県とその周辺は既存井戸の深刻な
水質の悪さに苦しんでいる。その原因は農薬
の使用で、人体に悪影響を与える物質が流れ
落ち、地下水を酷く汚染し、失明・腎臓病な
ど様々なトラブルの原因となっている。そこ
に注目し、グローバル補助金を利用して、水
と衛生のプロジェクトを勝浦RC理事会で実
施が決定された。参加クラブを集い、計画の
やり取りや情報の共有整理の結果、直前RI
会長の所属クラブであるコロンボRC、ドイ
ツ国ニュールンベルグ・シゲナRC、シンガ
ポールRC、そして我が勝浦RCの4クラブで
のコラボレーションでグローバル補助金事業

の展開が始まった。2015年3月に漆原会員（当
時会長エレクト）が現地調査に出向き、実態
を把握。2016年2月に当クラブプロジェクト
メンバー5名（漆原会員、中村会員、岩瀬会
員、千葉会員、関会員）と共に、浄水設備を
設置する村や学校をコロンボRCのメンバー
たちと訪問および打合せに5日間現地に滞在。
行く先々で盛大な歓迎を受けた。何も気を使
わずそのままでいて欲しいと事前に意志を伝
えていたにもかかわらず。感動のあまり、同
行した仲間と行く先々で涙までした。とても
心にしみわたる、あたたかい歓迎を受けた。
浄水設備完成までの間、各地でドクターか
ら、水の大切さ、汚染水の人体への影響の教

水と衛生月間

「スリランカ国アヌラーダプラ県に清潔な飲料水を」
グローバル補助金事業
関　 一 憲（勝浦RC）

ジッダールダ学校での式典

キレガレワムラの子供たちと 汚染された水を見て愕然とする私たち

村をあげての大歓迎の踊り
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育を行い、管理組織をつくり、運営のための
指導教育なども行った。持続可能性のために、
1L／1ルピーで水を販売し、システムの維
持管理に当てる計画だ。そしていよいよ、設
備が完成。2016年9月に竣工式のためにクラ
ブを代表して漆原会員と中村会員そして、第
2790地区ロータリー財団グローバル補助金
小委員会時田委員長が、スリランカへ向かっ
た。数日間にかけて①シッダールダ・マハ・
ビディアラヤ学校②キリガレワ村③アバガス

ウェア村④カンデラスメール村⑤ララバナワ
学校で竣工式を行った。今回のプロジェクト
でおよそ1200世帯6200人程に清潔な飲料水
を供給できることとなった。

遠く離れた異国の地のロータリアンや現地
の人たちとの出会い、経験、気づき、学び、
感動、そして命の大切さ、生きることへの一
生懸命さなど、たくさんの得るものがあった。
１人でも多くの人々が、安心して生活できる
環境を得られることを心から願う。

キレイな水に大はしゃぎ！

シッダールダ学校の生徒たちと

浄水設備 勝浦RCはじめ参加クラブの名が刻まれました

アバガスウェア村の住民と

おいしい水を飲む子供たち
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松戸西RCでは、創立30周年を記念して以
下の事業を行なった。
１．名勝指定の庭園へベンチ寄贈
　（平成28年4月26日）
２．モンゴルの子供たちへ布団を寄贈
　（平成28年6月2日）
３．モンゴル・ゲル地区の子供たちに井戸を

寄贈（平成28年9月5日）

ここでは反響の大きかった「モンゴル・ゲ
ル地区の子供たちに井戸を寄贈」の様子を振
り返ってみたい。

松戸西RCでは、地区補助金を活用して、
モンゴルのバヤンズレブ6地区（Bayanzurh 
6）にある保育所に、井戸の寄贈を行った。

地区補助金を申請した際、地区の財団補助
金管理・奉仕プロジェクト合同セミナー（2016

寄贈した井戸の前にて、松戸西RC会員による集合写真

水と衛生月間

「モンゴル・ゲル地区の子供たちにきれいな水を！！」
地区補助金事業
山 本　 衛（松戸西RC）

地元のマスコミより、取材を受ける中村会長 井戸から水が！！　感動！！
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年1月31日）において、次年度のクラブ会長、
財団・社会奉仕・国際奉仕の各委員長、約
200名の前で、補助金申請を公開にて行なっ
た。これは、各クラブが地区に対して、地区
補助金をより多く申請していただけるよう、
解説、説明するためであり、補助金の申請ま
での道のりを公開にすることで、わかりやす
く、簡単であることを、アピールしたかった。
効果、影響があったかは定かではないのだが、
数字だけ見ると、前年度31件の地区補助金
に対し、今年度の申請は42件であった。

モンゴルのウランバートル地区では約60%
の人々がゲル地区で生活している。しかも、
近年の深刻な移民事情により、過去10年間で、
ウランバートルの人口は50万人から100万人
に倍増し、ゲル地区が拡大を続けている。そ

うした中、ゲル地区は水が深刻な問題になり
つつある。

視察に行った保育所では、上水道、下水道
がともになく、水が1週間に一度配給される
だけであった。子供たちはおよそ20分の道
のりを歩いて保育所まで運搬する。冬はマイ
ナス20度の凍結した道のりを運搬するため、
大変危険な作業であった。夏は、ねずみ・昆
虫・バクテリア等の微生物の温床もあり、飲
料水による健康被害が問題となっている。そ
うしたなか、当クラブでは、バヤンズレブ6
地区にある保育施設に井戸を掘り、施設の子
供達と近隣の住民が利用できるような水源を
創ることを目指した。約80名の生徒、近隣
住民300人から500人くらいの人たちが自由
に水を使えるようになり、危険な水の運搬か
ら開放され、健康問題も解決される。

井戸の寄贈式では、当クラブから、保育園
へおもちゃを寄贈した。

子供たちへは、井戸水の運搬から解放され
るという精神的な支援と、物的な支援を併せ
て行うことにより、より効果的な奉仕になる
ことを目指した。

寄贈式の様子は、地元のマスコミが取材に
来て、テレビ放映、あるいは、地元の新聞に
掲載された。

寄贈式では、子どもたちに、おもちゃを寄贈

井戸につけた看板
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米山梅吉記念館便り

今月のトピックス
・寄付金速報  ― 下期の寄付状況 ―
・2017学年度米山奨学生の選考を全地区で実施
・副理事長就任のお知らせ
・貧困学校支援プロジェクトを実施  ― タイ米山学友会 ―
・スリランカ米山学友会が第1回総会を開催
・第2620地区学友会がスリランカの子どもに文具寄贈

《今月のピックアップ記事》
スリランカ米山学友会が第1回総会を開催

スリランカ米山学友会の第1回総会が1月7日、コロンボ郊外のマハラガマで開催され、ラクナース・ガマゲ
会長（1993-95／宇部西RC）をはじめ学友7人が出席しました。

総会では1年間の活動報告のほか、今後の総会開催時期について検討がなされました。また、幹事長補佐をつ
とめるサマンタ・テリッジャゴダさん（2000-01／羽島RC）が、学生に向けたIT関連セミナーを行うことが決ま
りました。これは、日本留学で得た知識をスリランカの若者へ伝えていきたいという、学友会としての活動提
案です。このほか数人の学友が役員に任命されました。

ラクナース会長は、居住地が離れているなどの理由で学友が集まりにくい実情をふまえたうえで、「われわれ
の学友会の価値を高め、より魅力的な存在となるために、今いるメンバーのさらなる努力が必要だ」と訴え、「個
人レベルではなく、学友会という組織だからこそできるような活動をやっていこう」と、熱心に呼び掛けました。

創立1周年を迎える今年6月には、記念式典を開くとのことです。

そのほかの記事は、ぜひPDF版をご覧ください。
→ http://www.rotary-yoneyama.or.jp/summary/pdf/highlight203_pdf.pdf

（公財）ロータリー米山記念奨学会ニュース（ハイライトよねやま203号）
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「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。
ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約2万4千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。

閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも
承ります。また、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。

クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。
以下資料のご紹介を致します。

忘れ得ぬロータリアン（2）
◎「ポール・ハリスの合理的ロータリアニズム」　　ポール・ハリス　2010　8p
◎「ポール・ハリスの言葉から」　　佐藤千壽  横浜鶴見西R.C.　1976　53p
◎「ロータリー・クラブ」　　米山梅吉 社會教育協會 1929　20p
◎「父 米山梅吉のこと」　　米山桂三　1963　4p
◎「ロータリーと父　米山梅吉」　　米山桂三　東京南R.C.　1972　8p　
◎「人間米山梅吉を大いに語る（その1〜3）」　　米山記念奨学会　1986　〔22p〕

（「よねやまだより」より抜枠）
◎「夫 福島喜三次のこと」　　福島朝子　1963　4p
◎「日本ロータリー再建の頃（１〜７） ─ ジョージ・ミーンズ回顧録 ─ 」
　  ジョージ　R.ミーンズ　1976〜77　〔27p〕

［上記申込先：ロータリー文庫］
◎「ロータリーへの道　三訂版」　ポール・ハリス著；柴田實訳　成田R.C. 2011　372p
 ［申込先：成田R.C.　FAX（0476）33-8786］
◎「ロータリアン福島喜三次傅（日本ロータリーの曙）」　蒲原権編　有田R.C. 1986　102p
 ［申込先：有田R.C.　FAX（0955）43-3140］

── ロータリー文庫 ──
〒105-0011 東京都港区芝公園2-6-15 黒龍芝公園ビル3階　TEL（03）3433-6456　FAX（03）3459-7506

http://www.rotary-bunko.gr.jp　開館 :午前10時～午後5時　休館 :土・日・祝祭日

文　庫　通　信（353号）

■ 新クラブ設立
◦ロータリークラブ名：
　相模原ニューシティロータリークラブ
◦地区：第2780地区
◦スポンサークラブ名：相模原ロータリークラブ
◦承認年月日：2017年1月25日
◦日本での承認順位：2397番目
◦創立会員数：38名（男性36名女性2名）
◦会長：大隈秀仁様

◦幹事：鈴木高広様
◦クラブ連絡先：〒252-0239神奈川県相模原市
　　　　　　　　中央区中央3-12-3
　　　　　　　　相模原商工会館5F
　　　　　　　　（スポンサーの相模原RCと同じ）
◦TEL ：042-753-2020
◦例会日時＆例会場：第1&3木曜日19:00〜20:00
　　　　　　　　　　にしもぐらホール

■ 国際協議会で国際ロータリー会長エレクトの講演から
1月16日（月）、米国サンディエゴで開催

されたロータリー国際協議会で国際ロータ
リー会長エレクト、イアンH.S. ライズリー
氏（オーストラリア、サンドリンガム・ロー
タリークラブ所属）が講演し、2017-18年度
の会長テーマ「ロータリー：変化をもたらす」
を発表しました。

講演は国際ロータリー理事会がロータ
リー全体のために現在の戦略計画で定めた
3つの戦略的優先事項について以下のよう
に述べられました。
・クラブのサポートと強化については会員

の大半が60歳以上であることにも触れ、
若い世代の入会と参加を促す方法をクラ
ブが模索する重要性を訴えました。「若い
会員の入会促進に真剣に取り組まなけれ
ば、10年後、20年後にロータリーがどう
なっているかを想像してみてください」と
述べ、クラブ会員の男女のバランスを改
善し、平均年齢を下げるよう求めました。

・人道的奉仕の重点化と増加については
ロータリーの6つの重点分野の不可欠な
要素の一つが、「持続可能性」であるとし
て、ポリオ撲滅は、持続可能な奉仕の究
極と言えます。その投資が世界的な規模
で生み出す恩恵は、長期的であるだけで
なく、恒久的であると述べました。

・ロータリー公共イメージと認知度の向上
については一貫したブランドを伝えるこ
との重要性と、ロータリーのストーリー
をより効果的に伝えられれば、ロータ
リーにふさわしい新会員の入会を増やす
ことができるでしょうし、ロータリーの
奉仕でより大きな成果を上げるために協
力するパートナー団体を増やすことがで
きるでしょうと述べました。
これらの優先事項をすべてまとめると、

一つの言葉になり、それは「持続可能性」で
す。持続可能性には、あらゆることを支え
るもう一つの側面があり、それは、この地

球の持続可能性です。持続可能な奉仕とい
うロータリーの目標にとって、環境保護と
温暖化抑止が極めて重要であると訴えまし
た。

さらに、7月1日の新年度開始から2018
年4月22日の「アースデイ」までの期間に、
各クラブで会員数と同じ数の植樹をするよ
う呼びかけ、木を植えることで、空気中か
ら二酸化炭素やそのほかの温室化ガスを
除去し、地球温暖化のスピードを和らげる
効果があると続けました。「この取り組みで
120万本の新しい樹木が植えられ、環境へ
の良い影響があるでしょうし、この取り組
みを通じて、この地球に住む人だけでなく、
地球そのものを救う責任がロータリーには
あると、私たちが気づくことです」と会長エ
レクトは訴えました。
（第1ゾーンロータリーコーディネーター

酒井正人函館五稜郭RC）

コーディネーターニュース2017年3月号（2017年2月14日配信）
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紺綬褒章

斎藤　麻美子
（勝浦RC）

寄付者紹介（敬称略）
ロータリー財団寄付 メジャードナー

飯生　高一郎
（八千代RC）

年次寄付（マルチプル・ポール・ハリス・フェロー）

上代　修二
（八千代RC）

7回目

浅野　正敏
（八千代RC）

6回目

宮野　宗雄
（八千代RC）

5回目

君塚　欣哉
（八千代RC）

4回目

内田　一孝
（市川シビックRC）

3回目

長谷川　松男
（市川シビックRC）

3回目

久保田　俶通
（市川シビックRC）

3回目

楠本　行男
（市川シビックRC）

2回目

山口　薫
（市川シビックRC）

2回目

上條　憲司
（市川シビックRC）

2回目

植草　一男
（千葉中央RC）

2回目

望月　眞
（館山RC）

2回目

山本　則之
（市川シビックRC）

1回目

戸館　裕一
（市川シビックRC）

1回目

石井　幹雄
（館山RC）

1回目

鈴木　利雄
（八千代RC）

1回目

（新ポール・ハリス・フェロー） 恒久基金（新ベネファクター）

鈴木　宏尚
（市川シビックRC）

稲山　雅治
（八千代RC）

中村　源市
（市川シビックRC）

米 山 功 労 者

遠藤　英一
（成田RC）

8回目

飯生　高一郎
（八千代RC）

7回目

上代　修二
（八千代RC）

7回目

網中　吉郎
（銚子東RC）

5回目

神﨑　誠
（成田RC）

4回目

風間　茂
（八千代RC）

4回目

冨　一美
（成田空港南RC）

2回目

杉　晟
（八千代RC）

2回目

君塚　欣哉
（八千代RC）

2回目

上原　広嗣
（成田空港南RC）

1回目

渡邊　孝文
（成田空港南RC）

1回目

齊藤　昌宏
（八千代RC）

1回目

新ロータリアン（敬称略）

菅谷　陽二
（茂原中央RC）

飲食業
2016年7月12日入会

武田　大輔
（茂原中央RC）

廃棄物処理業
2016年7月12日入会

海老原　康之
（柏東RC）

冠婚葬祭
2016年12月8日入会

湯下　正博
（我孫子RC）

神道
2017年1月10日入会

倉持　洋平
（我孫子RC）

不動産管理
2017年1月10日入会

関根　秀子
（我孫子RC）

税理士
2017年1月10日入会

藤崎　礼子
（成田RC）
空港レストラン

2017年1月13日入会

在原　直樹
（袖ヶ浦RC）

土木業
2017年1月16日入会

奥田　晴美
（袖ヶ浦RC）

生命保険
2017年1月16日入会

伊東　真也
（野田RC）
不動産賃貸

2017年1月16日入会

飛留間　和紀
（茂原中央RC）

建築板金業
2017年1月17日入会

石渡　正明
（木更津東RC）

税理士
2017年1月18日入会

金見　和子
（木更津東RC）

不動産業
2017年1月18日入会

矢野　晶
（船橋RC）

旅行業
2017年2月7日入会

永井　秀和
（成田RC）

ゴルフ場
2017年2月10日入会

叙勲・褒章・表彰（敬称略）

訂正・お詫び
月信1月号に誤りがありました。
深くお詫びし、訂正いたします。
※9頁　新ロータリアン3 段目

三井文子様のご職業
〔誤：冠婚葬祭　正：運送業〕
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物 故 会 員（敬称略）

鈴
すず

木
き

　是
これ

任
とう

（第5分区  館山RC）
逝去日：2017年1月24日（享年84歳）
入会日：1987年9月16日

分
区 クラブ名 出席率

（%）
例
会
数

会員数
2016
7/1

女
性 当月 女

性 増減

第
1
分
区

市 川 84.40 3 37 0 38 0 1
市 川 東 100.00 3 41 0 45 2 4
市 川 南 87.99 3 17 2 19 2 2
浦 安 93.90 3 35 2 43 2 8
市 川シビック 88.86 3 35 0 35 0 0
浦 安 ベ イ 80.33 3 13 0 12 0 △ 1
平　均 89.25 3.00 29.67 0.67 32.00 1.00 14

第
2
分
区

船 橋 94.45 4 27 0 27 0 0
船 橋 西 90.07 4 40 6 40 6 0
鎌 ヶ 谷 81.40 3 32 2 32 2 0
船 橋 東 86.67 3 31 2 32 3 1
船 橋 南 75.00 4 16 4 16 4 0
船 橋 み な と 90.37 3 21 5 21 5 0
平　均 86.33 3.50 27.83 3.17 28.00 3.33 1

第
3
分
区
A

千 葉 91.78 3 80 3 83 3 3
新 千 葉 85.57 3 50 0 47 0 △ 3
千 葉 西 83.66 4 53 3 51 3 △ 2
千 葉 中 央 73.91 3 32 0 34 0 2
千 葉 幕 張 74.32 4 37 2 37 2 0
千 葉 東 68.27 4 33 4 34 6 1
千 葉 若 潮 71.43 3 31 1 31 1 0
平　均 78.42 3.43 45.14 1.86 45.29 2.14 1

第
3
分
区
B

千 葉 南 75.00 4 52 7 51 7 △ 1
市 原 57.40 3 38 2 40 2 2
千 葉 港 72.62 4 23 2 24 3 1
市 原 中 央 74.81 4 50 2 50 2 0
千 葉 北 70.24 3 27 3 28 3 1
千 葉 緑 58.59 3 27 2 27 1 0
平　均 68.11 3.50 36.17 3.00 36.67 3.00 3

第
4
分
区

木 更 津 82.98 4 27 3 27 2 0
上 総 70.31 4 17 0 15 0 △ 2
富 津 中 央 69.91 4 28 1 31 1 3
木 更 津 東 84.77 3 40 0 46 1 6
君 津 94.12 3 50 2 54 3 4
袖 ヶ 浦 89.59 3 24 3 27 4 3
富 津 シ テ ィ 83.00 3 15 1 16 0 1
平　均 82.10 3.43 25.13 1.25 27.00 1.38 15

第
5
分
区

館 山 77.86 3 53 3 52 3 △ 1
鴨 川 85.74 4 31 5 32 5 1
勝 浦 93.41 4 37 4 38 4 1
千 倉 65.00 2 10 2 10 2 0
鋸 南 85.71 3 13 1 14 1 1
館 山 ベ イ 65.22 3 20 0 24 0 4
平　均 78.82 3.17 27.33 2.50 28.33 2.50 6

第
6
分
区

茂 原 85.53 4 65 3 65 0 0
東 金 87.96 4 20 1 17 1 △ 3
大 原 91.00 3 10 1 9 1 △ 1
大 多 喜 87.49 4 5 1 6 1 1
成 田 空 港 南 75.53 3 36 0 35 0 △ 1
茂 原 東 83.33 3 22 2 21 1 △ 1
茂 原 中 央 77.65 4 17 2 20 2 3
大 網 78.34 2 30 1 30 1 0
東 金 ビ ュ ー 82.50 2 20 1 20 1 0
平　均 83.26 3.22 25.00 1.33 24.78 0.89 △ 2

分
区 クラブ名 出席率

（%）
例
会
数

会員数
2016
7/1

女
性 当月 女

性 増減

第
7
分
区

銚 子 74.37 3 39 4 41 4 2
旭 57.70 4 44 3 44 3 0

八 日 市 場 90.00 3 39 2 41 3 2
銚 子 東 67.39 4 36 2 34 2 △ 2
平　均 72.37 3.50 39.50 2.75 40.00 3.00 2

第
8
分
区

佐 原 78.39 3 47 0 50 0 3
多 古 83.34 3 15 0 15 0 0
小 見 川 81.16 3 23 0 23 0 0
佐 原 香 取 81.82 3 24 1 25 1 1
平　均 81.18 3.00 27.25 0.25 28.25 0.25 4

第
9
分
区

成 田 75.47 3 59 0 71 4 12
八 街 85.22 3 27 2 33 3 6
印 西 62.13 3 23 1 24 1 1
白 井 57.81 4 17 0 16 0 △ 1
富 里 69.70 4 28 0 29 0 1
成田コスモポリタン 73.16 3 67 0 69 0 2
平　均 70.58 3.33 36.83 0.50 40.33 1.33 21

第
10
分
区

柏 79.30 3 56 9 58 9 2
我 孫 子 69.11 4 22 1 27 3 5
柏 西 81.93 4 61 4 62 3 1
柏 東 81.74 4 32 4 35 6 3
柏 南 76.00 3 30 5 32 6 2
平　均 77.62 3.60 40.20 4.60 42.80 5.40 13

第
11
分
区

習 志 野 71.33 3 26 1 26 1 0
八 千 代 86.90 4 49 0 50 0 1
佐 倉 75.89 4 24 3 28 3 4
八 千 代 中 央 82.30 3 29 2 28 2 △ 1
四 街 道 75.93 4 25 2 27 3 2
習 志 野 中 央 78.90 3 45 5 50 5 5
佐 倉 中 央 67.74 3 21 4 21 4 0
平　均 77.00 3.43 31.29 2.43 32.86 2.57 11

第
12
分
区

松 戸 89.72 3 56 0 57 0 1
松 戸 東 95.24 3 46 0 46 0 0
松 戸 北 87.86 4 38 0 38 0 0
松 戸 中 央 71.62 3 43 6 44 6 1
松 戸 西 81.61 3 29 0 29 0 0
平　均 85.21 3.20 42.40 1.20 42.80 1.20 2

第
13
分
区

野 田 72.88 3 58 8 60 8 2
流 山 69.40 4 14 4 15 4 1
野 田 東 74.24 3 23 0 22 0 △ 1
流 山 中 央 80.00 4 23 2 24 2 1
野田セントラル 87.50 3 23 0 25 1 2
平　均 76.80 3.40 28.20 2.80 29.20 3.00 5

国際ロータリー第2790地区（千葉）出席・会員数報告（2017年1月分）

クラブ数83RC

2016年7月1日 地区会員数 2,729人
2017年1月末日 地区会員数 2,825人
2016年7月1日 地区女性会員数 166人
2017年1月末日 地区女性会員数 180人

当月平均出席率 79.93%
増減 +96
女性会員増減 +14

3月のロータリーレート

116円
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GOVERNOR’S  MONTHLY COMMUNICATION

常盤平さくらまつりは、新京成電鉄常盤平駅と五香駅間の線路に並行した約2.2㎞のさくら通
りを会場に開催されます。この通りは昭和62年に「日本の道100選」に指定されております。
散りゆくさくら舞うピンクのトンネルをそぞろ歩き、露店での買い物を楽しみ、小・中学生が参

加する踊りや演奏、その他数多くのイベントを見て回ると1日があっという間に過ぎていきます。
松戸市内で開催される数ある桜まつりの中でも、2日間で約40万人が集まる常盤平さくらまつ

りは、松戸市の3大イベントに挙げられております。

松戸市常盤平さくらまつり
開催日時▶平成29年4月1日㈯  11：00～ 19：00 ・ 4月2日㈰ 10：00～ 18：00  （両日雨天決行）
主催者▶常盤平さくらまつり実行委員会　　問合せ▶開催当日のみ 090-6527-9348　

今月の表紙

国際ロータリー第2790地区　ガバナー事務所
〒260-0042　千葉市中央区椿森3-1-1-302　TEL.043-284-2790　FAX.043-256-0008

E-mail  16-17gov@rid2790.jp　http://www.rid2790.jp

ガバナー事務所より 月信発送先を今一度ご確認ください。申請された発送先を変更される場合は、至急ガバナー事務所までご一報ください。

ロータリーの友委員会　地区代表委員  金井　浄
（成田コスモポリタンRC）

Made in Japanといえば「良くて安い」モノ（＝製品）でした。これをサービ
ス産業に適用し「観光産業」と捉えなおすことで新しい未来が拓けてくる。素晴
らしい可能性と未来を手にすることができます。
「ロータリーの友」１月号（タテ組み４ページ）をも一度読見直してみてくださ
い。あらゆる業種に当てはまることです。あなたの事業についてはどのように取
り組んでいくべきか考えてみてください。未来展望に必ずや役立つこと間違い
なしです。

未来展望のために『ロータリーの友』を役立てよう

in 2790
DISTRICTKIRA CLUBKIRA CLUBKIRA CLUBKIRA CLUB

八千代 RC
緑あふれる首都圏のベッドタウンとして成長してきた八千代市。本年1月1日市制50年を迎えた。当市

制施行に合わせ1967（昭和42）年5月12日に八千代ＲＣは創立された。
クラブの特色の一つである、例会時の童謡の斉唱は、第25代の小泉会長のテ―マ「人の輪、心の輪、思いっ
きりコミュニケーション」を具現化するために、他クラブでも童謡を歌っていると聞いたことから始まった。
ピアノの生演奏により、例会にリラックスした雰囲気を作るとともに皆で声を出して歌うことで、会員同士の
協力や結束の気持ちをより強め、ロータリアンとしての務めや目標を再認識しようという意味が込められ、
今日も続いている。
例会開始時間の15分前から、ピアノ奏者によって時季に合わせた曲が奏でられゲストをもてなす。生演

奏ゆえに心も和む。その後、点鐘・ロータリーソング斉唱・童謡の斉唱と続く。ピアノ奏者と事務局員とで
選曲された歌詞は、週報に掲載するという工夫が施されているので、ゲストにとっても安心だ。尚、当クラ
ブは50周年を迎え、5月27日に創立50周年記念式典を開催。盛大な式典となるよう準備を進めている。

周年記念
おめでとうございます

3月15日㈬
松 戸 R C 創立60周年

3月11日㈯
君 津 R C 創立45周年

3月12日㈰
八日市場RC 創立55周年

3月18日㈯
銚 子 R C 創立60周年

例会中の唱歌 ピアノ演奏
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